
○基本理念
　この法律においては、性的指向及びジェンダーアイ
デンティティの多様性に関する国民の理解が必ずしも
十分でないことから、全ての国民が、その性的指向や
ジェンダーアイデンティティにかかわらず、基本的人
権を生まれながらに持つ個人として尊重され、また互
いに人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実
現を目指すとの基本理念を定めています。

○国及び地方公共団体の役割
　国及び地方公共団体は、その基本理念に則り、それ
ぞれの役割等を明らかにして、性的指向とジェンダー
アイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進
に関する施策を推進することに努めるよう求められて
います。
　さらに国は、基本理念に則り、国民の理解の増進に
関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、基
本計画を策定することになっています。

○田川市の取り組み
　田川市においては、これまでも、令和４年３月に策
定した「第２次田川市男女共同参画プラン後期計画」
で「性的少数者に配慮した取組の推進」を具体的施策
に掲げ、令和５年５月１５日から田川市パートナーシッ
プ・ファミリーシップ宣誓制度を開始するなど、当事
者が安心して生活し困りごとや生きづらさが少しでも
解消されるよう様々な取組を推進しています。

　今後も、これまでの取り組みや、この法律の基本理
念に則った、さらなる取り組みを通じて、性的少数者
のみならず、全ての人が多様性を認め合い、人間らし
く幸せに生きることができる共生社会の実現を目指し
ていきます。
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　田川市男女共同参画センターでは、市民のみなさんに楽しく男女共同参画について学んでいただく
ために、出前講座を実施しています。
　地域やサークルの学習会や職場の研修等にお気軽にご利用ください。
テーマの例：「男女共同参画ってなに？なぜ必要？」「固定的性別役割分担意識って？」など詳細は
QＲコードから市ホームページでご確認ください。
※出前講座の実施は、地域貢献活動評価項目の対象です。

男女共同参画出前講座　
対　　象：市内に住んでいるか勤務している女性で、生理用品を
　　　　　十分に入手できずお困りの方 （本人の申し出による）
配布内容：生理用ナプキン（32枚入）　１人につき１パック
配布場所：男女共同参画センター、人権・同和対策課（市役所１階）
配布方法：以下のいずれかの方法をお選びください。
⑴ 配布場所の窓口で職員に声をかける。
⑵ 配布窓口に設置してある専用カードを職員に見せる。
⑶ スマートフォンなどで、市ホームページの該当画面を職員に見
　せる。※持ち帰り用の袋をお持ちください。

窓口では、名前や住所などはお聞きしません。
一度受け取られた方も、再度受け取ることができます。

女性職員が対応いたしますので、安心してご利用ください。

ＬＧＢＴ理解増進法が
施行されました 　６月に決定された「女性版骨太の方針2023（女性

活躍・男女共同参画の重点方針2023）」は、女性の活
躍と男女共同参画の推進を図り、女性がより輝く社会
の実現を目指すための方針です。
　日本は経済社会においては歴然とした男女格差があ
り、さらにこどもを持つ共働き世帯にとって仕事と家
庭の両立の難しさがあります。子どもの誕生後に生じ
る育児や家事の大半を女性が担い、負担がかかってい
る現状があります。様々なライフイベントに当たりキ
ャリア形成との二者択一を迫られるのは多くが女性で
あり、その背景には、長時間労働を中心とした労働慣
行や女性への家事・育児等の無償労働時間の偏り、そ
れらの根底にある固定的な性別役割分担意識など、構
造的な課題が存在します。
 　こうした構造的な課題の解消に向けては、従来より
も踏み込んだ施策を講じることが不可欠であり、女性
活躍の機運醸成、キャリア形成を支える環境づくりを
両輪で進めていく必要があります。

　「女性版骨太の方針2023」では、次の3つを大き
な柱に据えて、取り組むべき方策を示しています。
⑴女性活躍と経済成長の好循環の実現に向けた取り組
みの推進
⑵女性の所得向上・経済的自立に向けた取り組みの強
化
⑶女性が尊厳と誇りを持って生きられる社会の実現

●「M字カーブ」「L字カーブ」って？
　労働分野において、女性の年齢階級別の就業率を示
す指標を表す語として、グラフ化した時の形が「M」
「L」の字の形に似た曲線を描くことから名付けられた
ものです。
　「M字カーブ」は、女性の就業に関する全体傾向を

捉えているのに対して、「L字カーブ」はその中でも正
規雇用に焦点を当てたものです。
　「M字カーブ」は、結婚・出産期に当たる年代に就
業率が一旦低下し，育児が落ち着いた時期に再び上昇
する状態を表しています。改善されてきていますが、
欧米諸国と比べるとまだまだ低い状態です。
　「L字カーブ」は、内閣府が2020年～2021年に開
催した有識者懇談会「選択する未来2.0」において、
問題提起された言葉です。グラフ化した時の形が、ア
ルファベットの「L」の字を寝かせたように見えること
から名付けられました。
　女性の正規雇用比率が、20代後半をピークに低下
し続け、特に出産を契機に、女性が非正規雇用化する
という社会現象を表しています。正規と非正規の賃金
格差などが、日本の女性の就労傾向として指摘されて
います。

女性版骨太の方針2023
女性活躍・男女共同参画の重点方針2023

「性的指向及びジェンダーアイデンティティの多様性に関する国民の理解の増進に関する法律」が
令和５年６月23日に交布・施行されました。

 生理用ナプキンを無料で配布しています

募集中

図1 女性の年齢階級別労働力人口比率と正規雇用比率

女性の正規雇用比率は30代以降低下
（出産を契機に非正規雇用化）

（出展）総務省「労働力調査（基本集計）」（令和４年）

0.0
10.0
20.0
30.0
40.0
50.0
60.0
70.0
80.0
90.0

（％）

（歳）

84.8

59.7

39.9

47.6
39.035.8

34.0 31.5
26.8
13.6

77.0 80.4

就業率（女性）

正規雇用比率（女性）

15～19

20～24

25～29

30～34

35～39

40～44

45～49

50～54

55～59

60～64

65～    

カード見本

広報たがわ
R5. 10月号

広報たがわ
R5. 10月号

17 16


